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竹田晃子「喜界町方言におけるオノマトペの語彙的特徴」 

のオノマトペ・リスト」およびその凡例を参照されたい。当該方言の語彙においてオノマ

トペが占める割合は，上記資料における全語形ののべ語数が 1 万語を超えることからみて，

とりわけ多いものではない。方言集としては〔1〕に比べて〔3〕が倍以上の数となったが，

これは他地域の方言集・方言辞典と同傾向で，近年になるほど方言におけるオノマトペが

語形として意識されやすくなったことの反映であると考えられる。  
� このリストをもとに，以下，語形と意味について述べる。  
 
２．２� 語形の種類  
 
� 喜界町方言オノマトペ・リストにおける語形2の種類は，主に次の 3 種類である。  
 
� � ①繰り返し語形（語末の長音が繰り返しに対応しない語形も含む）  

アドゥナアドゥナ，ウチャウチャ，ッウニャッウニャ，ガジガジ，ガタガタ，ガヂガ

ヂ，カミャカミャ，ガラガラ，キーキー，グーグ，グジュグジュ，クスクス，グヂュ

グヂュ，グツグツ，グラグラ，クリクリ，ゲーゲ，ケーケー，ゲーゲー，コーコー，

ゴンゴン，サーサ，ザーザ，ザーザー，サッサ，サラサラ，ジルジル，ジワジワ，ス

ッサギスッサギ，ズラズラ，セカセカ，ソーソ，ソヨソヨ，ターリターリ，タチョタ

チョ，ヂヂ，ヂルヂル，チンチン，ツッチャツッチャ，ツルツル，ツンツン，ディー

ディー，テヤテヤ，ドゥムドゥム，トゥルトゥル，ドゥルドゥル，ドキドキ，ドンド

ン，ナドナド，ナンブナンブ，ニューニュー，ネィーネィー，バタバタ，パチパチ，

ハッチラハッチラ，ハラハラ，ピーピー，ヒーラヒーラ，ヒーリヒーリ，ビラビラ，

ブーブー，ブカブカ，フトゥフトゥ，フトフト，フヤフヤ，ブラブラ，ブルブル，マ

ードゥイマードゥイ，マーマー，マチャマチャ，マヤマヤ，マンチャマンチャ，ムシ

ャムシャ，ムジャムジャ，ムチャーリムチャーリ，ムチャムチャ，ムドムド，ムニャ

ムニャ，ユデーユデー，ユフユフ，ユラユラ，ヨイヨイ，ヨーリヨーリ，ヨイヨーイ，

ヨーガリヨーガリ，ヱーヱ  
 
� � ②イ・リ・ラ等が付く語形  

・イ：アッサイ，エーイ，ガッツイ，ガットゥイ，グルイ，グンナイ，サッパイ，シ

ッカイ，シッタイー，スッタイ，スッパイ，ズップイ，チッカイメッカイ，ツマ

イ，ドゥップイ，ゾップイ，トゥムイ，ニューウイ，ニューワイ，ビッタイ，ユ

ラリユイ，ユルイ，ヨーイ，ヨイヨイ，マードゥイマードゥイ，ヨイヨーイ �
 
・リ：サリッ，ツゾーリ，ヨーリ，サンジャリ，クリクリ，ターリターリ，ヒーリヒ

                                                   
2 無気音・鼻音・アクセントの表記は省略した。原典を参照されたい。  
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ーリ，ムチャーリムチャーリ，ヨーリヨーリ，ヨーガリヨーガリ �
�
・ラ：バラ，パラー，ビラー，ブラ，ガラガラ，グラグラ，ズラズラ，ハッチラハッ

チラ，ハラハラ，バンバラー，ヒーラヒーラ，ビラビラ，ブラブラ，ユラッサラ，

ユラユラ  
 
� � ト トゥ（ の 辞）が付く語形  

アッサイ� ト，グルイ� ト，サッパイ� ト，シッカイ� ト，ユルイ� ト，ウガッ� ト，

クッ� ト，ヤッ� ト，ブン� トゥ，ツン� ト，パシ� トゥ，スハッ� ト，サーザー�

ト，ディーディー� トゥ，ネィーネィー� ト，マーマー� トゥ  
�

� 上記から，喜界町における方言オノマトペの語形は 方言と同 ，繰り返し語形が多

い で 方言と同 であることがわかる。 た， 「ドゥル（ ）」の繰り返し語形

「ドゥルドゥル（ などの形 。ど ど ）」， 「ウチャ（ ）」の繰り返し語形「ウ

チャウチャ（ のないこと。 ）など， や と がある語形もある。 
� 方言と なる として，語末音にリ・ラよりもイが多いことがあ られる。イはラ

子音が したものと考えられる。 た，イが付いた語形は繰り返し語形が ないのに

対して，ラが付く語形はほと どが繰り返し語形である。  
� た， 方言と比べると の としての はあ り くない。 「す

る」 当の語形が付く「ツルツル� シ」「ドキドキ� シ」などの語形はあるが，他方言や

語にみられる「キラメク」「ザワメク」，「ネバツク」「ムカツク」などのよ な

辞メクやツクが付いた語は で ない。 方で，オノマトペ 「 」のよ な形，た

とえ 「ブラムン（することがなく らつく することがなく びくらす ）」「クス

チャー（のどが している の ）」など， と びつく形は される。 
 
２． � の 類  
 
� 喜界町方言オノマトペ・リストを意味によって次の 7 種類に 類した。語数は に

した（ は表 1 を参照）3。  
 

                                                   
3 � た し， の 類は，方言オノマトペについて に べ 類とい より，喜界町

方言オノマトペ・リストをみわたし，意味で全 を く けよ とすると 7 種類になるとい

よ なものである。したがって， 語方言あるいは 語方言全 における喜界町方言

について，オノマトペの特徴を するためには，他地域との比 を に れた 類が

になる。 た，これらの 類の ， ・ ・ ・ 的意味は に 類され

ることが多いと われる。ここでは な意味 のために けたが，この 類については

考の 地がある。  
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� � ①音 の や の 音を表す語（ 音語・ 語）（36 語）  
� � ② や の くよ すを表す語（39 語） 
� � の 子や 合・ ， り 地などを表す語（18 語）  
� � の を表す語（18 語）  
� � の気 を表す語（10 語）  
� � の を表す語（21 語）  
� � 的意味 上記に当ては らない 的な意味を表す語（例： ど・たくさ

・しっかり・あたかも・も ，など）。（25 語） 
 
� 語数は，①音・② ，次いで 的意味・ に 類されたのべ語数が多いが，特

にどの意味が多いとい ことはない。 た， つの語が 数の意味を つとい ことも，

つの意味を 数の語形が表すとい こともなく，このリストにおいては つの語が 数

の意味を つとい ことはなかった。  
 
２． � 語形の種類 の 類  
 
� 語形の種類と意味の 類を み合わ てのべ語数を とめると，表 1 のよ になる。  
 

� 語形の種類 ABC の 類 の  

  93 語 50 語 16 語 

  A 語形  B  C  
36 語   24 㻌  7   1  
39 語   30   12   0  
18 語   15   8   0  
18 語   11   5   3  
11 語   8   3   1  
21 語   2   8   3  
25 語   3   7   8  
（ の として： 多い， やや多い， やや ない， ほと どない・ない） 

 
� 表 1 から，喜界町方言のオノマトペは，語形と表される意味との に があることが

わかる。A 繰り返し語形は，①音・② ・ ・ を表すものに多く， ・

的意味を表すものには ない。C ト・トゥを する語形は 的意味を表すも

のに多く，①音・② ・ ・ を表すものにはほと どない。 のみかた

をすると， 的なものには繰り返し語形が多く， 的なものにはト・トゥを する  
ものが多いとい 傾向があるといえる。  
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� �

 

． � の  

� では，喜界町方言オノマトペ・リストでもっとも語数が多かった に し，

語の い けを で るよ を 意した。語数が多かったのは， の音や を

表す 合， のよ すを表す 合，それらに比べるとやや 的な意味に いられる

合である。したがって では， 音と の などを表すオノマトペ， や の

のよ すを表すオノマトペ， と を表す 的 のオノマトペを り上 るこ

ととした。  

� 語彙の ，特に意味記述においては， ，いわ る「 られた 」を し，

その での語の い けを記述していく。無 に がる語彙を の に い み，

その での意味的な を らかにするとい ことである。 の では，オノマトペ・

リストから類 ・ する意味で い けられることが れる 数の語形 を び

し， 方言・ 方言との や のしやすさにも考 しながら を した。  

� は，2010( 22)年9 10 に， において の え の 年 ・

2 （1929 ，1932 ）を対 に， が った。お の には な いがみ

られなかったため， では とめてあつか 。 た，方言の表記について， 資料は

原 に く。 の はなるべく 音に近いカタカナ表記を とし，オノマト

ペ に音 表記を 記する。  

� 以下， に を述べる。  
 

．２�  
� 喜界町方言オノマトペ・リストで「音」に 類した語を すると， の音を表す語

が多く， らかの意味 をなしていると われるものは しにくい。 た，音を表す

オノマトペにおいて， な音は が， さな音は無 であると考えられる。ここで

は 音を表すオノマトペをた たが， な 音にはオノマトペが いられるものの，

さな 音にはオノマトペが されなかった。 
� しい の る音は(1)のよ にザーザー>ʥaːʥDː@と表 される。(2)(3)のよ なオノマ

トペ以 の表 も された。 �
� (1)� ザーザー>ʥaːʥDː@� アメ� フットゥイヤー。（ しい音で が っている。）  
� (2)� シンコクアメ� フットゥイヤー。（ しい が っている。）  
� (3)� オーアメ� フットゥイヤー。（ が っている。）  
� い が るよ すを表す 合には，次のよ なオノマトペ以 の語形が された。  
� (4)� ナマアミ� フットゥイヤー。（ い が っている。）  
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． � の  
� を表すオノマトペについては， ， ， ， ， ， ， ， 長 ， の

について，(5) (13)のよ な を た。  
� (5)� ：ゴイーゴイー> ː ː@ 
� (6)� ：ヒー> ː@ 
� (7)� ： ー> ː@ 
� (8)� ：ニャーニャー>QMDːQMDː@ 
� (9)� ：ワンワン>ZD ZD @�
� ����� ：クークー�クークー> ː ː� ː ː@（ ） �
� � � � ：コケコッコー> ː@（ ， を る 。 語的） �
� ����� ：チッチー> LW ː@ 
� (12)� 長 ： ー ーコイコイコイ> ː ː @ 
� (13)� ： ントニタケタカ>KRQWRQLNDNHWDND@（ なしの 種）  
� については， 音を表すオノマトペが された。  
� (14)� ーガ� ブーブー> ː ː@� スイ。（ がブンブンする。 がブンブン 。）�

� 次の(15)は がのどを らす音のオノマトペであるが，これは(16)のよ に を と

の びかけでもある。  
� (15)� が：グルグル，グルグル> � @（ が を らす音）�

� (16)� に：グルグル，グルグル> � @（ を び ると ）�

� 「 」の にはグルー> ː@を いる4。 の お に「 」をグルー> ː@
と表す を たとこ ，もともとは がのどを らす音を たオノマトペに す

るとの であった。 語としても いるが， 語でもあるとい 。このことから，

(15)(16)のオノマトペの 形が「 」を表す になったものと考えられる5。喜界

に する上 ， の え （ど らも ）からも同 の を た。  
� 喜界町の方言 については (1987)に しい。 にグルー> ː@が す

るよ すとグルー> ː@の について，次のよ に述べている（p.67。下 は竹田によ

る） 。  

 

                                                   
4� ではグルー> ː が 的に され， によってマヤー>majaː も され

た。 
5� (1941)には「グルー： 。マヤーに同 。」（p.101）とある。  
6� (1981)(1979)が するよ に， 「 」を表す>majaː が の のオノマトペ

に する語であるかど か， の では で なかった。 の である。  
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� を表す喜界 の方言は マヤー

とグルーの 形であり 次のよ に

なっている。  

� majaː� 原

町

長

 
� ː� 上 �

原

田

�
� マヤー は と を に

し グルー は を に

に している。�
� 喜界 で をマヤーとかグルー

とかい が その 付けかたが 味

い。マヤーは の から た

語である。ではグルーはどのよ

な語であ か。これも 語で が なつっこくすり って て を らすと

こ から ている。同 語 の語であっても と を らすことの 方か

ら ているのは 味 いことである。 �
� 方言で をマヤーとい の が， を と は 特のし さがある。 を

し し の を上にして を て さ る。 は ど が を

するよ な をする。 の に合わ て クルクルクルと のである。そして

の をなでてやると は をクルクルと らして する。この び のクルが喜

界 で の に したと考えられる。�

 
� た，グルー> ː@は にも する。 全 の方言 を した

(1981)は，「グルー は と喜界 にあり， 語として われることもある グ

ルー は の を らす音から た 音語である ， 語として したもので，

でも を と には われる 」（p.144）と述べている。  
                                                   
7� 上 について， (1987)の地 にはマヤーの記 があるが， にはグルーとある。  

�� �� ����� S�����

�� �� ����� S�����
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� 喜界町方言には，オノマトペの繰り返し語形を した語形の語末を長音にしたもの

が として いられる例が他にもみられる。表 2 に，繰り返し語形と と対応してい

ると われるものを (1941)から して とめた。これらの は，「繰り返し語形

の意味する にある 」とい よ な意味を表すことがわかる。  
 

２� 語形の 形�

� �

アドゥナアドゥナ（の の

。） ・p.015 
アドゥナー（の 。 言して言 語。

アドゥスイも言 。） ・p.015 
グンナイグンナイ（ の の を形

してい 。） ・p.101 
グンナー（ 。） ・p.101 

ヂルヂル（ 。 を かし た

は する形 。） ・

p.187�

ミーヂルー（ の している

。） ・p.187�

ブカブカ（ 。 は はと い 。

と や など。） ・p.272 
プカー8（（ ・ ） の い 。） ・

p.272 
ヨーガリヨーガリ（ � よ

よ 。 にも にもい 。） ・p.326 
ヨーガリー（ て してい

る 。） ・p.326 
�
� 「 」のグルー> ː も同 に，オノマトペの繰り返し語形を の語形に し，

語末を長音にすることで， 形「グルグル，グルグル> � X とのどを ら

す 」とい よ な意味から したものと考えられる。 がのどを らす音のオノマ

トペとして いると はグルを 2 4 繰り返すのが 的 が， 「 」として い

ると は繰り返さ ，語末を してグルー> ː と言 。 語でも の のオ

ノマトペ「ワンワン」「チュンチュン」などが「 」「 」などの として いられる

ことがあるが，あく でも 語であり，繰り返し語形を した「ワン」「チュン」な

どの 形もない。 �
� 他の についてもこのよ な対応がないか したとこ ， を び ると に「ト

ゥートゥー，トゥートゥー> ː ː� ː ː@」を い�，「 （ ）」の 語としてトゥート

ゥー> ː ː@と言 合があることがわかった��。㻌

� (17)� に：トゥートゥー，トゥートゥー> ː ː� ː ː@（ を と ）�

� (18)� 子どもに 語として：トゥートゥー> ː ː@（ ： ）�

� しかし，トゥートゥー> ː ː@はオノマトペには しないよ である。 の のオ

                                                   
8 「プカー」は の 語とあるが，「ブカー」の かと われる。  
9� (1941)にも「トゥートゥー： を 語。」（p.152）とある。  
10 (1941)には，「ニューニュー（ ）： 。トゥートゥーに同 。」（p.208）とあるが，

の では されなかった。  
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ト は「クークー，クークー u u u u 」で，これは せ語としては われ

ない。また， 「 」の 語としてト ui が され， ト に 来する

「 」 の語形（たとえ ト ーのようなもの）は できなかった。  

 この他の については， を ときは で ， ・ ・ を せることはま

ずないとのことで， ・ 以外の を せる のこと は されなかった。なお，

の として(18)(19)(20)のような があった11。 に して かけること自

が であるためと えられる。 については手 で するとのことで，特に され

なかった。 

 (19) に u （ に行け） 

 (20) に ト ディ u i （ に行け） 

 (21) に フ ɸui （ 進し ）」 

 以上の の き声の ト や の せ語などについて，表 3 にまとめた。 

 

 方 の の ト  

 

 

 
  

ト の  

  

 oi oi     

 i     

 o     

 a a  （ で ）    

 

n a n a     

u u u u u u u u  
の  u u u u u u u u u u  u u  

 
u u u u   

 u u u u u u  

 i i     

 he he oi oi oi     

 hon oni a e a a     

 u u     
                （ は する語形が されなかったことを する） 

 

                                                  
11 (1941)には「 ディ 及 に ずる語。」（p.147），「 及

に方 を ずる語。」（p.40），「フ に「進め」と ずる語。」（p.232）とあり，(19)
(21)とほぼ する。 
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� これらのことから，喜界町方言においては， の などのオノマトペは しも

その を表す になるとい わけではなく，特に「 」において，次のよ に

したものと われる。「 」がのどを らす音を したオノマトペがあり，それがペット

として び ると の び 語となる。同 にそのオノマトペを し，語末を長

音 した語形が 語において として いられ， 的に 語としても し

たと考えられる。「グルグル，グルグル> � 」が の音を したオノマ

トペに すると 識しつつ び 語としても い，オノマトペを して語末を長

音 した語を「 」の として が いる ，さらにこれが地 的な 域を

されている で 味 い。  
� なお， が 的に いる語であるものの， のグルー> ː@には 種のユー ア

が られる。喜界町 の お は， 「 」についてた たと ， を か

て しそ に「グルー> ː@」と し，喜界 では 当は>majaː@��と言 が では

> ː@と言 の と しながら，> ː@は>majaː@をオノマトペで言い えること

びのよ なユー アを含む語であることを えてくれた。 語として いられる 合に

も語形の がオノマトペであると 識されているため， 次的なニュアンスを含むもの

と考えられる。  
 

． � の  
� の 子を表すオノマトペについては， (1978)「喜界 方言の語彙」の「

び の 語」に次のよ にあり， 主 によるオノマトペの い けが され

ている（p.14）。�

�

� � 「 」など， を表 する語。�

� � は PDQMD�PDQMD�
� � � W a� PDQMD�PDQMD�VXL（ が している） �
� � ・ は� � PDW D�PDW D�
� � ・ は� � PDMD�PDMD�
� � � PD aː a�PDMD�PDMD�VXL（ が している）�

� � � aː� a�PDMD�PDMD�VXL（ が している）�

� � は� PDQW D�PDQW D�
� � は� XQMD� XQMD�
� � は� XQMD� XQMD�

                                                   
12 マヤー>majaː （ ）はオノマトペのマヤマヤ>PDMD�PDMD@（ する）とは びつかな

いよ である。 に たとこ ，特に い当たらないとのことであった。  
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� � は� ː� ː�
 
上記の記述を参考に， ， ・ ， ・ ， ， ， が「 するさ 」を表す

オノマトペに して を った。 では， ・ ・ ・ についてはマヤマヤ

>majamaja@が いられると された。  
� (22)� アンチョー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� スッチャヤ。（あの ，フラフラしている。）�

� (23)� ウ � インカ ー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� シテ� アッチュイヤー。（ の ，

して いている。）�

� (24)� ウ � グルー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� シテ� アッチュイヤー。（ の ，

して いている。）�

� (25)� アン� イオ� マヤマヤ>PDMDPDMD@� スイ。（あの ，ウ ウ している。）�

� については(25)のよ にトゥルトゥル>WX XWX X@も された。た し， して

いるとい より， っ ったと のよ に ら らしていて が しない，とい 意味

で いられる。 �
� (26)� アンチョー� トゥルトゥル>WX XWX X@� スッチャヤ。（あの ，フラフラしている

よ。）�

(26)については， (1941)に「トゥルトゥル： つら つら― り とし たは

めよ とすると の 。」（p.178）， (1979)に「ツルツル� シ： つら つらし

た。 くすいしないこと。 いったことがはっ りしない。」（p.196）とあるよ に，

たた をすると のよ すを表す。  
� 他方言においても同 の意味を表す 合がある。 (2007)には次のよ にある

（p.276。下 は竹田による）。  
�
� � つるつる 方言 く く るさ 。近 地方・ ・ 地方。「つるっ」ともい 。

「いつの にやらつるつると てしも た」 � 「つるつるっとしたら

が った」 � 「つるっとした（ りした）」 �
�
「 地方」とあるのは の方言集をさしており13，「 っと け る 。 。」

（ シティ おおいた・ブラス (1992) p.103），「 をとること。 と っとする。」

（ 町 (2000) p.78）がそれである。これらのことから，(25)のトゥルト

ゥル>WX XWX X@は， を る に が 無意識に ら ら くよ すを表すオノ

マトペとして， 地方・ 地方から 的に しているのではないかと される。

辞 や方言集の記述 けでははっ りしないため， や など他の地域での

                                                   
13� � (2007)における方言 は竹田晃子・ はるみが した。「つるっ」の
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についてさらに しい が であ 。  
� については，「集 って めいているさ 」を表すオノマトペとして，ッウジョウジ

ョ> X RX R@，ワジャワジャ>ZD DZD D@が された。 方言においても同 の形

がほ 同 意味で されており，これも して しているとみられる。�

� (27)� ムシガ� ッウジョウジョ> X RX R@� スンドー。（ がウジャウジャするよ。

がウジャウジャと めくよ。）�

� (28)� ーガ� ワジャワジャ>ZD DZD D@� スイ。（ がウジャウジャする。 ウジャウ

ジャと めく。）�

�

． � の  
� オノマトペが も 的な意味を つのは， として いられる 合であると考えら

れる。音や を表す 合は を語形でとらえたオノマトペともいえるが， は さや

を してとらえていると考えられる。�

� そこで， は， 述のリストにおいて「 いで」「たくさ 」「 ど」を意味する

語の ，オノマトペに すると考えられるものに して を った。�

� ，「 いで」を表す語は， (1941)， (1978)には次のよ にある。�

�

� � ・ た た：さっさと いで。�

� � � � 例「バタバタ け」。� � � � � � � � � � � � � � � � (1941)p.269 
� � ・ た た：いそがしそ にしていること。�

� � � � 「 た た あつ ー」（ いで けよ。）�

� � � � 「 た た り ー」（ くしなさいよ。）� � � � (1979)p.253�
� � ・ た� み い： に ― てるとい に近い。バタクユイともい 。  
� � � � 例「あ りバタミチ（ てて） するなよ」。� (1941)p.269 
 
これらの例 を に しながら し，次のよ に するとい を た ��。�

� (29)� バタバタ>EDWDEDWD@� シリヨー。（ いでやれよ。）  
� (30)� バタバタ>EDWDEDWD@� シランバ。（ いでやりなさい。）  
� (31)� バタバタ>EDWDEDWD@� シンナヨー。（ いでするなよ。）  
� (32)� アンマリ� バタミチ>EDWDPL L@� ケガスンナヨ。（あ り いでやってけがをする

なよ。）  

このバタバタ>EDWDEDWD@は， わしなく音を てるよ すを表すオノマトペでもあるが，

                                                                                                                                                               
における「 地方」の記述は， のこれらの方言集を参考にしたものである。  
14� 地方ではグルグルも われるとの があるが（ の方言さ p.143，
方言 類辞典 p.205）， の では られなかった。  
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そのよ すが いで かをするよ すを表すオノマトペとして いられている。�

� 次に，「たくさ 」とい 意味ではガバ> DED@が いられる。ガバに た表 に，ツマ

リ，ドゥンバイがある。ツマリは め むよ に，ドゥンバイは「いっ い」とい よ

な意味で いられる。�

� (33)� ガバ> DED@� カミヨー。（たくさ べなさいよ。：子どもに）  
� (34)� ツマリ� カミヨー。（たくさ べなさいよ。：子どもに）  
� (35)� ドゥンバイ� カミヨー。（いっ い べなさいよ。：子どもに。 いっ い・

りに べなさい，とい よ な意味）�

� についてい 合は，ドンドン>GRQGR @が いられる。  
� (36)� ドンドン>GRQGR @� カミヨー。（ く べなさいよ。：子どもに）  
� に，「 ど」「 ったり」に 当する表 について，ガッチリ> DW L L@がある。�

� (35)� ガッチリ> DW L L@� イチジカン� カータ。（ ったり ど かかった。） 
(1941)によると， ではガットゥイが いられ，「サーシ ーカ� ガットゥイ」（ど

しよ ほ とに）のよ に として 末に いられるとある。しかし， の

「ガッチリ」にはそのよ な は されなかった。喜界町において，これらの 的

には地域 があると考えられる。なお，このガッチリは のガッツイ・ガッチ

ュイ・ガッツリなどと同 の語と われる。  
 

． の  
� 以上，喜界町方言におけるオノマトペについて，方言 によるオノマトペ・リストを

語形の種類と意味による 類とい から し，喜界町 方言における か

ら，音・ ， ， 的意味を表す について した。 するとおよそ次の

りである。  

� によるオノマトペ・リストの では，繰り返し語形が多いことや， の

としての はあ り くないこと，多 語がみられないこと，音・ を表す語が

やや多いことを した。 た，音・ ・ など 的なものには繰り返し語形，

的意味のよ に 的なものにはト・トゥを するものが多く，語形と意味との

にある の がみられることを述べた。 においては，音・ ， のよ

すを表すオノマトペ， 的に いられるオノマトペについて を った。音を表す

オノマトペにおいては な音は で さな音は無 であると考えられること，

などの音を表すオノマトペでは，繰り返し語形を し，語末音を長音にした があ

ることについて述べた。その他， の 子を表すオノマトペと，オノマトペに する

類について述べ，以上のオノマトペのいくつかが 方言と 的に している

について した。  
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� の として，次の2 があ られる。 では，オノマトペ・リストを した

ことによって喜界町方言のオノマトペを わたすことが になったため，語彙としての

特徴を全 的に することがで た。 た， の と の において，こ

れらを することもで た。 は，多くの方言におけるこのよ なリストや，方言

の比 や を で るよ なデータ ースが である。 た， においては，

をえがくのに な を で なかった が多い。 を含め，い れ

も の としたい。  
 

 

(1941) 喜界 方言集 （ 1977 年 ,全 方言資料集 ） 
原 (1987) の方言さ  

長田 ・ 子 (1977 1980) 方言 類辞典 上下 ，  
� (2007) 語オノマトペ辞典  

町 � (2000) か えことのは ― 町の方言集  
シティ おおいた・ブラス  (1992) 語 の 識 お

おいたインフ メーションハウス  
(1978)「喜界 方言の語彙」 の方言 4 喜界 ，

 
(1981) � 語辞典  
(1987)「喜界 方言の言語地 的 」 語 9， 語

 
� (1979) 喜界 の方言集 （ ）  
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� の  
 

凡例 

� (1) の「 」は (1941) 喜界 方言集 ，「 」は (1978)「喜

界 方言の語彙」，「 」は (1979) 喜界 の方言集 を表す。 た，

「 」「 」「 」に当該語形が されている を付した。  
� (2) 語形 ・意味 の表記は，原典に近いカタカナに めた。無気音・鼻音・アクセン

トについては原典にあたってほしい。た し， (1978)の表記の ， は

カ に を付して表記し，例 にはカタカナを えた。  
� (3) される語形は で って した。  

� (4) 意味 の例 には， の し語に されていたものも えた。その 合は，例

の に を った（したがって， の に 当しない 合がある）。 

� (5) 類 の略 は次の り（ 類の は 2 を参照）。  

� � 語形： 繰り返し語形， イ・ラ・リが する語形， ト・トゥが する語

形。なお，a は 繰り返し語形（例：アンビクンビ，ユラッサラなど）， はチが

する語形で，それ れ ・ に る語形であることを意味する（ の「

� 語形の種類」の語数には含 ない）。オノマトペに しない語形はこれらが

である。  

� � 意味：音 音語・ 語， ， ： ， ， ， ，

的意味を意味する。  

� (6) 意味・ 例 の � には による 記を す。  

� (7) なお，このリストは次のよ な において 意が である。これらは の

でもある。このリストには，オノマトペの 的な語形も含 れる。 語方言にお

けるオノマトペは， に語 の繰り返しや特徴的な 辞が付くなどの形をとり，

の音を表す語や ・ のよ すを表す語が多い。このリストでは，それらを

がかりに，語形・意味・例 を した えで， 資料からオノマトペとして

した。語 をたどると な意味での 音語・ 語ではない語が含 れる が

ある。 た，語形・意味において する語形をも なか りもらさ しよ

としたため，例え サ（さあ）やズンバイ（いっ い）のよ に ・ やそれ

らとの が しい語も含 れる。リストの 語数は 168 語， ・ など

のよ に 的な語は 19 語含 れる（表 1 の語形数から した）。  
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� 語形�
分類  

�
語形  意味  

㼜㻚㻜㻞㻜㻌 㻌 㻌 A B C  。㻌

㼜㻚㻜㻝㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㼜㻚㻜㻝㻡

。

㼜㻚㻜㻝㻡 。 。

。 㻌

㼜㻚㻜㻞㻟㻌 㻌 a 㻌  㻌   。

。

。㻌

㼜㻚㻜㻟㻣㻌 㻌 A   㻌 。

。㻌

㼜㻚㻜㻡㻟㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 。㻌

㼜㻚㻜㻢㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。 ， 。

㼡㼚㼖㼍㻌 㼡㼚㼖㼍㻌 㼜㻚㻜㻟㻣 㻌

㻌 㻌 㼗㼍㼚㼐㼦㼡㼙㼡

㼡㼚㼖㼍 㼡㼚㼖㼍㻌㼣㼡㼚㻌㼐㼛ː

㻌

㼜㻚㻜㻡㻣㻌 㻌 㻌  㻌  c  。

㻌 㻌 㻌

。 㼜㻚㻜㻡㻣

。 。 。 㻌

㻌 。

㻌 㻌 㻌

。 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻜㻤㻟㻌 㻌 㻌  B 㻌   。㼜㻚㻜㻞㻢

㻌

。 㻌

㼜㻚㻜㻥㻜㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻠㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   㻌 㻌

㼠㼡㼎㼍㼠 㼡㼕 㻌

㼜㻚㻜㻥㻞㻌 㻌 㻌 A 㻌  㻌  㻌

。 。㼜㻚㻜㻥㻞

。

。 㻌

㼜㻚㻜㻤㻞㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。㻌

㼜㻚㻜㻥㻟㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。 。

㻌 㻌
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。 㻌

㼜㻚㻜㻥㻠㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 㻌 㻌

。 。

。 㻌 㻌 㻌

㻌

。 㻌

㼜㻚㻜㻥㻠㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。

。 。

。 。

。 㻌

㼜㻚㻜㻥㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   
。㻌

㼜㻚㻝㻥㻌 㻌 A B 㻌   㻌 㻌 㻌 㼔㼍㼙㼙㼑ː

㻌

㼜㻚㻟㻤㻌 㻌 A 㻌  㻌   㻌 㻌 㼗㼕ː㼗㼕ː㻌

㻌

㼜㻚㻝㻜㻟㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻜㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻜㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻜㻥㻥㻌 㻌 A   㻌 。

。 。㻌

㼜㻚㻝㻜㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。 㻌

㼜㻚㻝㻜㻣㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 ，

。

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻜㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻟㻣㻌 㻌 A B 㻌   㻌 㻌 㻌 㼖㼍ː

㻌

㼜㻚㻝㻝㻝㻌 㻌 A B 㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻝㻝㻌 㻌 㻌 㻌  B C  。 㻌

。㻌

㼜㻚㻝㻝㻝㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻜㻝㻌 㻌 㻌  B 㻌   。㼜㻚㻝㻜㻝

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻝㻟㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。 。㻌

㼜㻚㻝㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   
。㻌

㼜㻚㻜㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌  㻌 。 㻌 㻌 ː ː㻌 㼟㼡㼚

㻌

㼜㻚㻝㻜㻞㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。㻌
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㼜㻚㻜㻥㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻝㻝㻤㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻝㻤㻌 㻌 a 㻌  㻌   。 。 。

。

。

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻝㻤㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻜㻠㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。 㻌

㻌

。

。 㻌

㻌 㻌

。

，㼜㻚㻜㻢㻞

㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻝㻞㻜㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻞㻜㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻠㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   㻌 㻌 㻌 㻌

㼟㼡㼕㼐㼛ː㻌 㼍ː㼐 㼍ː㻌 㼠㼡㼎㼍㼠 㼡㼕

㻌

㼜㻚㻝㻞㻜㻌 㻌 㻌 a 㻌  C  。㻌

㼜㻚㻝㻤㻝㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻞㻟㻌 㻌 㻌 㻌  B C  。㻌

㼜㻚㻝㻤㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   ， 。 ， 。

㼐 㼍㼎㼡㼕㻌 㻌

㼜㻚㻝㻞㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻞㻡㻌 㻌 㻌  㻌  c  。㻌

㼜㻚㻝㻞㻡㻌 㻌 㻌 㻌  B c  
。㻌

㼜㻚㻝㻞㻡㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻞㻡㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   
。㻌

㼜㻚㻝㻞㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。 。

。 㻌

㼜㻚㻝㻝㻞㻌 㻌 a   㻌 。㻌

㼜㻚㻝㻝㻣㻌 㻌 㻌 㻌  B C  。㻌

㼜㻚㻝㻟㻟㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。

。

。 。

。 㻌

㼜㻚㻝㻟㻟㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻟㻟㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌
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㼜㻚㻝㻠㻥㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻡㻜㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻡㻢㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻡㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。 㻌

㼜㻚㻝㻡㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。 。

。㻌

㼜㻚㻝㻡㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。

。 㻌

㻌

㼜㻚㻝㻡㻤㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 。㻌

㼜㻚㻟㻣㻌 㻌 A B 㻌   㻌 㻌 㼐㼦㼡㼞㼡㼐㼦㼡㼞㼡㻌㼠㼡ː㼖㼡㼚

㻌

㼜㻚㻝㻢㻜㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。 。

。㻌

㼜㻚㻝㻢㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   
。 。

。 。

。

。 。

。

。 。

。 。 㻌

㼜㻚㻝㻟㻣㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。 㻌 㻌

㻔 㻕 。 㻕㻌

㼜㻚㻝㻢㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻟㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   㻌 㻌 㻌 㼔㼍㼐

㼟㼛㼖㼛㼟㼛㼖㼛㻌㼠㼡ː㼖㼡㼚 㻌

㼜㻚㻝㻢㻣㻌 㻌 A B 㻌   
。㻌

㼜㻚㻝㻢㻥㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻢㻥㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   
。㻌

㼜㻚㻝㻤㻟㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 㻌 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻝㻣㻥㻌 㻌 㻌  B 㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻤㻣㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。

。

。

。

。 㻌
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㼜㻚㻝㻤㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻣㻜㻌 㻌 A   㻌 。

㻌

㼜㻚㻝㻥㻝㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。

。 。 㻌

㼜㻚㻝㻥㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻝㻥㻠㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 。 。

。

。 。

。 。

。

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻥㻢㻌 㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

。㻌

㼜㻚㻝㻥㻣㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻥㻣㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 。

。 。

。

。 㻌

㼜㻚㻝㻥㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻤㻤㻌 㻌 㻌 A 㻌  C  。 㼜㻚㻝㻤㻤 。

㻌

㼜㻚㻞㻜㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻥㻞㻌 㻌 㻌  B 㻌   
。 㻌

。 㻌

㼜㻚㻝㻥㻞㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   
。

。㻌

㼜㻚㻝㻣㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。 㻌

。 㻌

㼜㻚㻝㻥㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻝㻣㻤㻌 㻌 A 㻌  㻌   
。㻌

㼜㻚㻝㻥㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㼜㻚㻝㻥㻞

。 㻌
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㼜㻚㻝㻥㻟㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。

。 㻌 㻌 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻟㻞㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻝㻟㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。

。 㻌

㼜㻚㻞㻝㻟㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻝㻡㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻝㻡㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻝㻢㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。 。㻌

㼜㻚㻞㻞㻟㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

。 。 㻌

㼜㻚㻞㻜㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㼜㻚㻞㻜㻢

，㼜㻚㻞㻜㻣

。 㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌

㻌

㻌  㻌  㻌   。

。 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌 㻌 a 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌

㻌

㻌  B 㻌   。 。㻌

㼜㻚㻞㻜㻤㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。 㻌

㼜㻚㻞㻜㻥㻌 㻌 㻌 A 㻌  C  。

。 㻌 。

。

。 㻌

㼜㻚㻞㻠㻜㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 。

㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻞㻢㻥㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

。

。 。 㻌

㼜㻚㻞㻡㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻞㻡㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻞㻡㻢㻌 㻌 A B 㻌   。

㻌
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㼜㻚㻞㻢㻟㻌 㻌 㻌 㻌  B 㻌   㻌

㼜㻚㻞㻢㻢㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。 。㻌

㼜㻚㻞㻢㻟㻌 㻌 A B 㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻣㻜㻌 㻌 a B 㻌   。

。㻌

㼜㻚㻞㻢㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。㻌

㼜㻚㻞㻢㻤㻌 㻌 A B 㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻢㻤㻌 㻌 A B 㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻣㻝㻌 㻌 㻌  B 㻌   。

。 㻌 㻌 㻌

㻌

。 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻞㻣㻠㻌 㻌 㻌 㻌  B 㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻣㻠㻌 㻌 A B 㻌   。 。㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。 。

㼎㼡ː㼎㼡ː 㻌

㼜㻚㻞㻣㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

。㼜㻚㻞㻣㻞 。

。 㻌

㼜㻚㻟㻣㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   㻌 㻌 㻌

㼜㼡㼠㼠 㼍ː㻌 㼟㼡㼚 ，

㻌 㻌 㼜㼕ː㼟㼍㼠㼕㻌㼜㼡㼠㼠 㼍ː㻌

㼟㼡㼚 㻌 㻌 㻌

。 ，

㻌 㻌 㼍ː㻌

㼟㼡㼚 㻌

㼜㻚㻞㻤㻞㻌 㻌 㻌  㻌  c  。㻌

㼜㻚㻞㻢㻝㻌 㻌 A 㻌  㻌   。

。 。

。 。 㻌

㼜㻚㻞㻤㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻤㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻤㻣㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻣㻠㻌 㻌 㻌  B 㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻤㻤㻌 㻌 A B 㻌   。

。 㻌

㼜㻚㻠㻝㻌 㻌 A B 㻌   㻌 㻌 㻌 㼙㼍㼠 㼕㻌

㼎㼡㼞㼍㼎㼡㼞㼍㻌 㼍㼠㼠 㼡㼕 㻌

㼜㻚㻞㻥㻜㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻞㻣㻠㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 㻌 㻌

。 㻌

㼜㻚㻞㻣㻡㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。㻌
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㼜㻚㻞㻣㻣㻌 㻌 A B 㻌   。 㻌 㻌 㻌

㻌

㻌

㼜㻚㻞㻣㻣㻌 㻌 㻌 A 㻌  C  。 㻌

。 㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。 ， 。

㼙㼍㼠 㼍㼙㼍㼠 㼍㻌

㼜㻚㻟㻜㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。

㻌 㻌 㼇㼠 㻌

㼙㼍㼚㼖㼍㼙㼍㼚㼖㼍㻌㼟㼡㼕㼉 㻌

㼜㻚㻡㻜㻢㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。 ， 。

㻌 㻌 㻌 㼙㼍㼖㼍ː

㼙㼍㼖㼍㻌㼟㼡㼕 㻌

㻌 㻌 ː㻌

，㼜㻚㻜㻠㻝 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㼠㼡㼚㼡㻌㼖㼍ː㻌 㼚㼡㻌

ː㻌 㼙㼍㼖㼍㼙㼍㼖㼍㻌㼟㼡㼕

㻌

㼜㻚㻝㻠㻌 㻌 A 㻌  㻌   ， 。 。

㼙㼍㼚㼠 㼍㼙㼍㼚㼠 㼍㻌

㼜㻚㻟㻞㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。㻌

㼜㻚㻟㻞㻞㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

㻌

㼜㻚㻟㻞㻟㻌 㻌 A B 㻌   。

。 㻌

㼜㻚㻟㻞㻟㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。 。

。

。 。 㻌

㼜㻚㻟㻥㻌 㻌 A 㻌  㻌   㻌 㻌 㻌

㼙㼡㼠㼠 㼕ː㻌 㼍㼙㼡㼠 㼍㻌㼠㼟 㼡㼗㼖㼡㼚

㻌

㼜㻚㻟㻞㻡㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。

。 㻌

㼜㻚㻟㻞㻢㻌 㻌 A 㻌  㻌   。 。㻌

㼜㻚㻟㻞㻤㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。

。 。 。

。

。

。 。 。 㻌

㼜㻚㻟㻜㻥㻌 㻌 㻌  㻌  㻌   。 。

。㻌

㼜㻚㻟㻠㻜㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  C  。 。㻌
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